
 

 

 

                   

 

 

十
一
月
三
日
（
月
）
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

が
行
わ
れ
る
関
係
で
、
会
場
と
な
る
国
民
宿

舎
周
辺
は
、
車
両
等
に
よ
る
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。 

 

会
場
周
辺
等
を
通
過
す
る
際 

に
は
、
交
通
事
故
等
に
十
分
に 

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 
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今
年
も
無
事
に
子
供
歌
舞
伎
（
白
浪
五
人
男
）

を
演
じ
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

稽
古
を
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
を
始
め
、
ご
観
覧
く
だ

さ
っ
た
方
々
な
ど
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

来
年
も
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
様
に
努
力
し
ま

す
。 

◆ 

最
近
、
秩
父
市
や
飯
能
市
等
で
ク

マ
の
目
撃
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ク
マ
は
す
る
ど
い
ツ
メ
と
大
き

な
歯
を
持
ち
、
時
速
４
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
走
る
こ
と
も
で
き
、
泳
ぎ
も
木
登

り
も
得
意
で
す
。
人
が
走
っ
て
逃
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

◆ 

ク
マ
を
見
つ
け
た 

ら
最
寄
り
の
市
町
村
又 

は
警
察
署
に
御
連
絡
下 

さ
い
。 

 

 

 

 

こ
の
時
期
は
、
日
を
追
う
ご
と
に
日
没
が
早

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

夕
方
に
自
動
車
や
自
転
車 

を
運
転
さ
れ
る
方
は
、
早
め 

の
ラ
イ
ト
点
灯
で
交
通
事
故 

防
止
に
御
協
力
お
願
い
致
し 

ま
す
。 

  

～小鹿野警察署管内交通死亡事故ゼロ日数 5120日達成（10月15日現在）～ 

 

 

平
成
17
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
犯
罪
被

害
者
等
基
準
計
画
」
に
お
い
て
、
毎
年
、
「
犯
罪
被

害
者
基
本
法
」
の
成
立
日
で
あ
る
12
月
１
日
以
前

の
１
週
間
（
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
）
が
「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
「
犯
罪
被

害
者
週
間
」
は
期
間
中
の
集
中
的
な
啓
発
事
業
等
の

実
施
を
通
じ
て
、
犯
罪
被
害
者
等
が
お
か
れ
て
い
る

状
況
や
犯
罪
被
害
者
等
の
名
誉
ま
た
は
生
活
の
平
穏

へ
の
配
慮
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。 

  

 

交通事故情勢 
(令和７年10月15日現在 ) 

【ただし数値は暫定値である。】 
 

小鹿野警察署管内  

物損事故 190件 

人身事故 10件 
 

両神駐在所管内  

物損事故 18件 

人身事故 0件 

【クマに出会ってしまったら】 

・近くにクマがいることに気が付いたら 

▶クマを見ながら、ゆっくりと後退してその場から 

離れましょう。 

▶大声を出したり、走って逃げたりするのはやめま

しょう。 

【直近のクマによる人身事故について】 

★令和６年度の事故 

 令和６年８月 小鹿野町両神小森の自宅敷地内でク

マに襲われ怪我を負った 

★平成３０年度の事故 

 平成３０年１０月 秩父市三峰の霧藻ヶ峰登山道お

清平（お経平）付近でクマと遭遇し軽傷 

 
 

 

山
登
り
を
安
全
に
楽
し
む

た
め
に
は
、
事
前
準
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
登
山
届
も

そ
の
１
つ
で
す
。 

 

山
登
り
を
計
画
し
て
い
る

方
は
、
登
山
届
の
提
出
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 


